
● プログラミングとは？　   VBA学習の手引き・A図 ～「VBAプログラミングに使うもの01（"変数"まわり）」の概要・相関図～

一般的に、プログラミングとは、「変数」と呼ばれるものを思い通りに動かすことで「自動化を実現する」作業です。

そしてVBAの場合、「変数」には2種類あります。「一般的な変数」と「オブジェクト変数」です。

● 「プロシージャ（プログラムの最小単位）」を書く場所についての早見表

● 1回作ったプロシージャをどう呼び出せるか（どう使いまわせるか？・再利用できるか？どう人間がサボれるか？）の関連図

③ クラスモジュールの仲間 

② 標準モジュール 

① この部分だけ、「オブジェ

クトモジュール」とか、「クラ

スオブジェクトモジュール」と

か呼んだりもするようです。 

オブジェクトモジュール（クラスオブジェクトモジュール）

の中の、「シート モ ジュール」。   

 

各シートに関連の深いプロシージャや、シート上に直接配置

したコマンドボタン等々の「イベントプロシージャ」、「そ

の他のイベントプロシージャ」を書く場所です。（基本、各

シートの中だけでしか動きません。例えばSheet１のものはSheet2で

は動きません） 

「標準モジュール」。   

 

上記のシートモジュール・ブックモジュール・フォームモ

ジュールの各プロシージャから呼び出して使う、もしくは、

標準モジュールの他のプロシージャから呼び出して使う、

「共用部品的なプロシージャ」や、グローバルな変数設定、

API、などを書くことが多いです。 

もちろん、どこからも呼び出されずに単独で使うプロシー

ジャも書きます。とにかく一番プログラム量が多い場所でも

あります。 

★リボンの「開発→マクロ」のメニューからマクロを作ると、

★ プロパティウィンドウ 

 

プロジェクト・エクスプローラでク

リックしたモノのプロパティ、あるい

は、ユーザーフォームのデザイン画面

上でクリックした部品のプロパティが

表示されます。 

 

ここに表示される「オブジェクト名」

は「Nameプロパティ」ではなく

「CodeNameプロパティ」で取得する

ことができ、上のペインの「プロジェ

クトエクスプローラ」では、カッコ付

きじゃないほうの名前で表示されます。 

また、「CodeNameプロパティ」の値

は、直接オブジェクト式としても使え

ます。 

例えば「Sheet1」というオブジェクト

名（＝CodeNameプロパティの値）の

まま変更せずにいれば、

「Worksheets("Sheet1")と書くかわ

りに、「Sheet1」と書くだけでオブ

ジェクト式として成立し、Sheet1の

Rangeオブジェクトなどを扱えます。 

なお、「Sheet1」とCodeNameでオ

ブジェクト式を書くと、 

(a)シートがどの位置にあっても、また、 

(b)どんな風にNameプロパティの値を

変更しても、 

Sheet1を確実に明示的に選択（取得）

することができます。 

★ プロジェクト・エクスプローラ（言わば「モジュールブラウザ」） 

「モジュール」と呼ばれる「白紙」たちを見るためのウィンドウです。 

フォルダアイコンは各モジュールの「大枠・分類」を表しています。その下の階層

の各アイコンは、ひとつひとつが「モジュール」と呼ばれる「白紙状態」ずつの単

位となっています。 

ここでの例ですと、「Sheet1」「Sheet2」「Sheet3」「UserForm1」

「ThisWorkbook」「Module1・・・」「Module2・・・」・・・すべてのひと

つひとつが「モジュール」です。 

「プロシージャ」はプログラムの最小単位ですが、この「モジュール1つ1つの

中」に、その複数ずつを、書くことになります。つまり、この「モジュールたち」

同上の中の、「ブックモジュール」。   

 

ブックに関連の深いプロシージャや、ブックの「イベントプ

「クラスモジュール」。  

ここで「自作」の「オブジェクト（単一／コレクション）」

を作れます。ここは、自作のオブジェクトの「クラス（設計

図＝定義内容＝プログラムそのもの）」を書くための場所で

す。 

この場所をクリックしてからプロパティウィンドウで決めた

名前が、自作の「オブジェクトの名前」となります。つまり、

その自作のオブジェクトがVBEのコードウィンドウで使える

ようになります。このモジュールの中に自作した（内包させ

た）プロパティやメソッドも、コードウィンドウにて、イン

テリセンス（自動補完機能）に出てくるようになります。イ

ベントも作れます。 

 

基本、上級者や、企業としてExcelVBA開発をしているよう

な方々がよく使う場所で、我々のような素人はあまり使いま

(a)イベントプロシージャ 

ただし、シート上に配置したコマンドボタン等々や、

シートそのものが保持するイベントに対してのみにし

か書けません。 

(b)Subプロシージャ（ある意味メインプロシージャ） 

(c)値・Objectを返さないFunctionプロシージャ 

(d)値・Objectを返すFunctionプロシージャ 

同上。 

ただし、(a)のイベントプロシージャ は、ブックが保持

するイベントに対してのみにしか書けません。 

(b)Subプロシージャ 

（★この場所に手作業で一から作ったSubプロシー

ジャは、「マクロ」メニューから直接呼び出せる・あ

る意味メインプロシージャとなります。上の３つのモ

ジュールのプロシージャやFunctionプロシージャは、

「マクロ」メニューからは直接呼び出すことはできま

せん。） 

(c)値・Objectを返さないFunctionプロシージャ 

(d)値・Objectを返すFunctionプロシージャ 

 

※(a)のイベントプロシージャは書けません。        .         

注意事項 

 

ここの3つのモジュールの中に書いたプロシージャは基本、同じモジュール内のプロシージャやコマンドボタン等々からだけしか、呼び

出したり実行したりできません。（Subも、Functionも、イベントプロシージャも。） 

たとえばSheet1モジュールならSheet1モジュールの中のプロシージャやコマンドボタン等々からだけ、 Sheet2モジュールなら

Sheet2モジュールの中のプロシージャやコマンドボタン等々からだけ、 ThisWotkbookならThisWorkbook、UserForm1なら

UserForm1、の中のそれからだけしか、呼び出したり実行したりができません。標準モジュールからも呼び出せません。  

 

が、しかし、プロシージャの先頭に「Public」をつけ足すか「Private」を「Public」に書き換えると、標準モジュールや他のモジュー

ルの各プロシージャやコマンドボタン等々から呼び出したり実行したりができるようになります。これは、 Subプロシージャや

Functionプロシージャだけでなく、イベントプロシージャも同様です。例えば、 イベントプロシージャの場合は、Sheet2のプロシー

ジャや標準モジュールのプロシージャから、 Sheet1のイベントプロシージャを実行できるようになる・・・ということです。（この場

合『 他の場所からSheet1上に作ったコマンドボタンを押したことにする。実際には押してなくても・・・ 』といったことができ

る・・・という意味になります。ユーザーフォームの場合も、フォームの「 ShowModal」プロパティを「False」に設定しておくと同

じ事が、一応、可能です。ユーザーフォームの目的のボタンを強制的に押したことにできます。実際には押されてなくても。 ）  この

ことは「共用部品づくり・一度作ったプログラムの再利用」のヒントになります。  

 

あと、このクラスオブジェクトモジュールに作られた各モジュールたちは基本、 特定のオブジェクトと1対1で紐ついています。また、

「Me」キーワードを使って、オブジェクト式を少し短く書くことができます。  

 

(b)Subプロシージャ（ある意味メインプロシージャ） 

(c)値・Objectを返さないFunctionプロシージャ 

   （＝値・Objectを返さないメソッドの自作） 

(d)値・Objectを返すFunctionプロシージャ 

   （＝値・Objectを返すメソッドの自作） 

(e)プロパティプロシージャ 

   （＝プロパティの自作） 

 

 

 

※(a)のイベントプロシージャは書けません。         .         

 

 

同上(?？？)の中の、「フォームモジュール」。   

  

フォームに関連したプロシージャや、フォーム上に配置した

コマンドボタン等々の「イベントプロシージャ」を書く場所

です。（ただし、Excel専属ではなく「Office」専属のクラ

スオブジェクトっぽい？Wordにもあるので。よくわかって

同上。 

ただし、(a)のイベントプロシージャ は、フォームや

フォーム上に配置した部品たち（＝コントロールと呼

びます）が保持するイベントに対してのみにしか書け

ません。 

※(e)のPropertyプロシージャは書けません。        .                            

注意事項 

 

ここに作られた各モジュールたちは基本、クラスオブジェクトのモジュールたちのように、特定のオブジェクトには紐ついていません。  

そして、「Me」キーワードは使えません。エラーになります。 

 

Personal.xlsb（または xls）に作った「値を返すFunctionプロシージャ」を、「任意のモジュールのプロシージャから」ではな

く、「ワークシートの数式」から呼び出す場合は、Functionプロシージャ名だけ書いたのではセルに「#NAME?」（名前が持つかり

ませんよ？的な意味です）と表示されてしまって正常に呼び出せません。その場合は、例えばPersonal.xlsbの場合なら、 

「=Personal.xlsb!Functionプロシージャ名(引数・・・)」と数式に書くと正常に呼び出せます。 

もちろん、他のプロシージャから呼び出す場合なら、そんなことをしなくても通常通り、呼び出せます。 

↓ 各モジュールの種類と、主に何を書く場所か？について ↓ 各モジュールたちの中に書けるプロシージャの種類 

★ 各プロシージャの簡単な説明 

 

(01)Subプロシージャ（ある意味メインプロシージャ。どのモジュールにも書けます。） 

一般的なプロシージャです。ExcelやWordの場合は「標準モジュールに書くことで」以下のことができるようになります。  

（Accessもほとんど同じですが、ほんの少しだけ異なります。その他の Officeアプリケーションは未チェックです。）  

・リボンの「開発」タブの「マクロ」メニュー経由で実行する。  

・リボンの自作タブやクイックツールバーのコマンドボタンに紐付けて、ボタン押下から Subプロシージャの内容を実行する。 

・Functionプロシージャと同じように、どこかのプロシージャから呼び出して実行する。  

 

※SubプロシージャではFunctionプロシージャのような「値やオブジェクトを返すプロシージャ」を作ることはできません。  

 

(02)イベントプロシージャ 

Subプロシージャの仲間（派生形）のプロシージャです。形としてはSubプロシージャと同じです。 

が、実行方法が通常のSubプロシージャとはかなり違うので、「イベントプロシージャ」として明確に分けて説明されることが多いで

す。（(01)の通常のSubプロシージャは後述のような「自動実行」はできません。）  

イベントプロシージャは、例えばエンドユーザーが次のような操作をしたときに、「自動実行」されるように設計されています。  

・フォームを開いたとき 

・シートのセルの値を書き換えたとき  

・コマンドボタンを押したとき ・・・などなど。 

そして更にはそのようなタイミングをきっかけとして、そこからまたさらに、システムが自動的に実行するケースもあるのですが、そ

の場合もイベントプロシージャとして、プログラムを書くことができます。たとえば・・・、  

・エラーが発生したとき 

・セルの数式が自動再計算されたとき・・・  

などです。 

なお、イベントプロシージャを標準モジュールに書くことはできません。  

※原則、既定の書き方では、他のプロシージャから呼び出すことができませんが、少し事前準備で書き方を変えることで、他のプロ

シージャからも呼び出すことができます。これは「イベントが発生してなくても発生したかのごとく強制的に実行できる」という意味

です。例えばSheet1 に書いたイベントプロシージャを、 Sheet2やThisWorkBook、標準モジュールの任意のプロシージャからも呼

★ 各プロシージャの簡単な説明 

 

(03)Functionプロシージャ 

基本的には、Subプロシージャや他のFunctionプロシージャから呼び出して使うプロシージャです。「共用部品」的な役割を持ちます。 

文字ベースのデータの操作やオブジェクト操作において、頻繁に繰り返し使うような処理を「共用部品」としてストックしておきます。そのた

めのプロシージャです。 

値やオブジェクトを返す(＝出力する)ように作る場合もあれば、返さない(＝出力しない)ように作る場合もあります。 

「引数」と呼ばれるものを持ち、ワークシート関数と似た形式のものです。 

標準モジュールに書くことが多いですが、もちろん、その他のすべてのモジュールにも書けます。 

特に、「値やオブジェクトを返してくれるプログラム」を作りたいときは、Functionプロシージャでしか作れないので、そういうプロシージャ

を作る必要があれば、場所に関係なく作ります。 

 

ただし、Subプロシージャのように「マクロ」メニュー経由で実行したり、クイックツールバーなどのボタンと紐付けして実行することはでき

ません。「リボンや古いタイプのツールバー」のボタンからなら呼び出して実行することができますが、通常メニューからは登録できないため

VBAでの登録が必要です。（もしかしたらクイックツールバーにもVBAで登録できるのかもしれませんが、未確認です） 

 

(04)Propertyプロシージャ 

自作の「オブジェクト」を作りたいときに使います。自作の「オブジェクト」に内包させる「プロパティ」を作成する時に使います。 

ただし、クラスモジュールの中でしか使えません。標準モジュールやクラスオブジェクトモジュールの中では使えません。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

※重要な補足 

・SubプロシージャではFunctionプロシージャのような「値やオブジェクトを返すプロシージャ」を作ることはできません。 

・イベントプロシージャはSubプロシージャの仲間です。 

・SubプロシージャもFunctionプロシージャも任意のプロシージャから呼び出すことができます。 

・クラスオブジェクト（シートやフォームなど）のモジュールの中にもSubプロシージャやFunctionプロシージャを書くことができます。 

  ただし、その場合は、（既定の書き方では）書いたモジュールの中でしか使えません。 例えばSheet1モジュールに書いた 

  SubプロシージャやFunctionプロシージャをSheet2から呼び出すことはできません。 

プロジェクトエクスプローラの内

容は、オブジェクトブラウザにて、

「VBAProject」を選ぶと、同じ

ものが出てきます。 

クラスに関するモジュールについては、 

・シート1つに付き１つずつ、 

・ユーザーフォーム1つに付き1つずつ、 

・自作オブジェクト１に付き１つずつ、 

のモジュール（白紙）を、Excelが「自動的に」

作ってくれます。プロジェクトエクスプローラの

中に。 

クラスモジュールや 

クラスオブジェクトモジュー

ルは、「1つのオブジェクト

に紐ついたモジュール」です。 

もともと、「クラス」は、

「オブジェクト」の「設計

図」なので。 

 

「クラスオブジェクト」の意味 

 

「クラスオブジェクト」の実物については、例えばExcelのVBEのプロジェクトエクスプローラの中を見ると少し分かると思い

ます。そこには「Microsoft Excel Objects」と「フォーム」のフォルダアイコンがあり、その中に各モジュールがあります。 

このとき、これらのモジュールと1対1で紐ついているオブジェクトが、「クラスオブジェクト」です。（モジュール名と同じか、

モジュール名の一部を含む実際のオブジェクトをユーザー自身がどこかで作っているはずです。) 

 

これはAccessの場合も同じです。Accessの場合は、VBEのプロジェクトエクスプローラの中では、「Microsoft Office 

Access クラスオブジェクト」を見るとわかります。フォームやレポートがらみのモジュールがあり、それらすべてに1対1で紐

ついている（ユーザーが自ら作った）オブジェクトがあります。それが「クラスオブジェクト」です。 

 

クラスオブジェクトの意味としては、「”クラス”と呼ばれる設計図をもとに作成されたオブジェクト」というような意味です。 

ただし、基本、ユーザーが作った「オブジェクト」は全部そうなので、プロジェクトエクスプローラにおいての意味としては、

「標準モジュールやクラスモジュールとは違う」という意味とか、「（プログラムの）オブジェクト式の記述に”Me”という語

句が使えて省略形で書ける」とか、「イベントプロシージャが使えるモジュール」といった意味で、とらえればよいと思います。 

この色の矢印は、 

デフォルト（既定） 

もくそもなく、 

呼び出しOKです。→ 

この色の矢印は、 

デフォルト 

（既定）では、 

呼び出しNGです。→ 

 

※ただし、ある細工をすると呼

び出せます。 

（クラスモジュールからだけは、

それでも不可です。また、イベ

ントプロシージャを呼び出す場

合は、引数が必要な場合はダ

ミーの引数を指定すると動く場

合が多いです。が、それでもど

うにもエラーになることもあり

ます。） 

大きなくくり 

としての 

イメージ。→ 

モジュールや 

プロシージャ 

個々の 

小さなくくり 

としての 

イメージ。 

← 

「クラスオブジェク

ト」のモジュール 

（イベントプロシー

ジャが書ける。） 

その他のモジュール 

（イベントプロシー

ジャが書けない。） 

基本、標準モジュールに「文字ベースの値を返すFunctionプロシージャ」を作ると、ワー

クシートの数式から、それを呼び出して、あたかもワークシート関数のように数式内で計算

や文字操作をさせることができます。 

 

そしてそれを、Personal.xlsb（または xls）の標準モジュールに作るとすべてのExcelファ

イルから、ワークシートの数式から呼び出せるようになります。 

 

ただし、Personal.xlsb（または xls）に作った、「値を返すFunctionプロシージャ」を、

呼び出す場合は、Functionプロシージャ名だけ書いたのではセルに「#NAME?」（名前が

持つかりませんよ？的な意味です）と表示されてしまって正常に呼び出せません。 

 

その場合は、例えばPersonal.xlsbの場合なら、 

「=Personal.xlsb!Functionプロシージャ名(引数・・・)」 

という形で、「Personal.xlsb!」を付加して数式に書いて呼び出す正常に呼び出せます。 

 

●ExcelやWordの「マクロの記録機能」と「標準モジュール」・「プロシージャ」との関係についての補足  

 

ExcelやWordでは、「マクロの記録機能」でマクロを作ると、自動的に標準モジュールが作成（＝挿入）されて、その中に記録内容に

沿った「Subプロシージャ」が自動的に記述されます。そしてそれが「マクロ」になります。  

 

逆に言うと、「手作業で」、「標準モジュールを作って（＝挿入して）その中に Subプロシージャを書けば」、それもいたるところで

「マクロ」として認識され、実行する＝呼び出すことができるようになります。  

※Accessの場合は、少し事情が異なります。 

 

※Subプロシージャの「Sub」の前に「Private」を付加すると「マクロ」として認識することはできなくなります。 なお、Functionプ

ロシージャも「マクロ」としては認識されません。 ExcelやWordの中で「マクロ」と認識されるのは「 Sub」で始まって「End  Sub」

標準モジュールに書いた「Subプロシージャ」や「Functionプロシージャ」は、

以下の場所からも呼び出せます。（数式バー以外は全部Subです。） 

リボンの自作ボタン 

クイックツールバーの自作ボタ

シートやユーザーフォーム上に

作った自作のコマンドボタン 
「開発」タブの 

「マクロ」ボタン 

数式バー（値を返すFunctionのみ） 

●「マクロの自動記録」が「限定的」で、汎用的にならない理由 

マクロの自動記録機能によって自動的に書き込まれたSubプロシージャは、

確かに「VBA」で書かれるには違いないのですが、ただし、そのうちの

「オブジェクトとプロパティ、メソッド、列挙体、定数」あたりしか自動で

書き込まれません。一般的なプログラムに必要な、「変数、繰り返し文、分

岐の文、関数、その他、いろんなもの」が抜け落ちています。通常、汎用的

なプログラムを書くにはそのすべてが必要ですが、「マクロの自動記録」で

は、それが抜け落ちています。なので、「限定的」となります。ただし、だ

からといって役に立たないものではありません。使い方次第で十分に戦力に

なります。 

● 「説明ペイン」の、「 Property Workbooks As Workbooks 」の意味・短いまとめ 

 

これは、 

 

「Workbooks」というプロパティは「Workbooks」というオブジェクトを返します。 

 

とか 

 

「Workbooks」というプロパティで「Workbooks」というオブジェクトを取得できま

す。 

 

とか 

 

「Workbooks」というプロパティは、「ただ値を取得するたけのプロパティ」ではなく

て、「オブジェクトを連鎖取得できるプロパティ」ということになります。 で、

「Workbooks」というオブジェクトを取得できます。 

 

とか 
 

 

（「クラス」ペインの点線囲みの）「Applicationオブジェクト」は、「Workbooks」

というプロパティにて、の1段階下位のオブジェクトの「Workbooks」というオブジェ

クト（コレクション）を取得できます。 

 

とか 

 

プロパティの「Workbooks」と下位オブジェクトの「Workbooks」は綴りはたまたま

同じですが、まったくの別物です。 

 

とか、 
 
「Workbooks」というプロパティで「Workbooks」というオブジェクトを取得できま
すが、このグリーンのリンクの太文字は 「Workbooksオブジェクト（コレクション＝コ
レクションオブジェクト）」のことを意味しています。 
なので、このリンクをクリックすると 、Workbooksコレクションオブジェクトのところ
へジャンプできます。 
ジャンプ後は、Workbooksコレクションオブジェクトのメンバーが表示されます。 
 
という意味です。 
 
 

イ コ ー

ル 

イ コ ー

ル 

イ コ ー

ル 

Applicationオブジェクトに内包される「Workbooksプロパティ」

のことをさしています。 
 

「Property ×××」はオブジェクトブラウザの「メンバ」のペイン

でプロパティのアイコンの項目をクリックしたときに表示されます。 
 
「Property×××」の意味は、「×××というプロパティは」という
意味にとらえてOKです。 

ここでの例では、Applicationオブジェクトの１段階下位の

オブジェクトである「Workbooksオブジェクト（この場合はコレ

クション＝コレクションオブジェクト）」のことをさしています。 

 

「今選択しているプロパティはそれを返してくれるプロパティだ

よ～（＝値を返すだけのプロパティとは違いますよ～）」という

ことを教えてくれています。 

 

「As ×××」はオブジェクトブラウザの「メンバ」のペインにて、

プロパティ ・またはメソッドのアイコンの項目をクリックしたとき

に 表 示 さ れ ま す 。 （ メ ソ ッ ド の 場 合 は 先 頭 に

「Function×××」と表示されますが） 

 

「As ×××」の意味は、「返してもらえるデータの種類」です。 

この例に限っては 

「×××というオブジェクトまたはコレクションを返します。」と

か、 
「×××というオブジェクトまたはコレクションを取得できま
す。」とか、 
「×××は今のオブジェクトの1段階下位のオブジェクトです」

とか、 
「このリンクをクリックすると、さらに×××というオブジェクトの
メンバが見られます。クリックと同時に、オブジェクトブラウザ
のメンバのペインが、×××という1段階下位のオブジェクト
のメンバの一覧の表示に切り替わります。同じことをジャンプ
先のオブジェクトのメンバのペインにて、↑↓キーを使っ
て”As ×××”の記述を探せば、どんどん下位のオブジェクト
に潜っていけます。」 

という意味にとらえてOKだと思います。 

 

なお、返ってくるオブジェクト・取得できるオブジェクトの種類が、

なぜ「コレクションオブジェクト」だとわかるのか？、について

は・・・、例えば「メンバのペイン」にて、「Workbooks」が選択

された状態でF1キーを押すと、「Workbooksプロパティ」の

ヘルプページが出てきますが、そこに、「開かれているすべて

のブックを表す Workbooks コレクションを返します。」と明記

されているからです。 
 
似た感じで、「Workbooks」がなぜプロパティだとわかるの
か？についても、「Workbooks」が選択された状態でF1キー
で開いてたヘルプページか、「メンバー」ペインのアイコンの絵
によってもわかります。 
 
返ってくるデータ／取得できるデータの種類・・・つまり、
「As×××」の「×××」が、グリーンかつリンクのある太字の
単語「ではない」場合は、多くが「一般的な文字ベースのデー
タ＝数値、文字列、日付、True/Falseの2値」です。 
また、「AS Variant」と表示されていた場合は、『「配列」として
のデータ』を意味していることもあります。 

● Excelのオブジェ

クトモデルの階層

構造 

（一部のみ：ワーク

「Workbooks」というプロパ
テ ィ は 、
「 Excel.Application オ ブ
ジェクトのメンバです。」という
意味です。 
 
ただ、この情報の使い方は僕
はまだよくわかっていません。
省略しない階層構造の記述
にもあまり関係もなさそうです。 

イ コ ー

ル 

ジ ャ ン

プ 

ジ ャ ン

プ 

完全イコールではないけどほぼイコール。詳しくはヘルプに

て イ コ ー

ル 

赤い矢印の順に操作します。 
語句検索やクリックをします。 
ほとんどクリックです。 

イコール 

Worksheetオブジェクト

はこれだけのプロパ

ティやメソッド、イベント

「Worksheet メンバー (Excel) 」で
「Bing」で検索。 

同じ内容。 
その要約・ポ
イント説明 

ここを選択した状態で、

同じ内容。 
2000のヘルプは一
覧じゃないけど・・・。 

イコール。 

イコール。 

この「メンバペイン」には、左側のクラスペインで
クリックしたものが「クラス（＝オブジェクト）」の場
合は、その「クラス（＝オブジェクト）」が保持・内
包する「プロパティ」「メソッド」「イベント」の一覧が
表示されます。 
（クリックしたものがオブジェクトではなく「モ
ジュール」や「列挙型」だとまた一覧の内容は変

わります。） 
 
↑↓のキーで連続移動することで、画面の下側
の「説明ペイン」にて、「As ×××」を探すと、値
を返す（＝設定値を取得できる）だけのプロパ
ティやメソッドか、それとも、オブジェクトを返す
（＝オブジェクトを連鎖取得できる）プロパティか、
がわかります。（一覧できます。） 
「As×××」が、「As Object」や「As 緑の太字
の文字のリンク」なら、「後者」で、それ以外のす
べて・・・例えば「As String」や「As Long」など
は「前者」です。 

 
↑↓のキーで連続移動して、オブジェクトを取得
できるプロパティやメソッドだけを、「説明ペイン」
からテキストファイルやExcelファイルにコピペし
て集めれば、何度も見なくてもその一覧を作るこ
とができます。（意味がある行為かどうかはわか
りませんが何かの役に立つかも・・・(^^)) 
 
今見ているのが「コレクション（＝コレクションオブ
ジェクト）」の場合は、「Item」プロパティが必ずあ
るので、それをクリックすると、下側の説明ペイン
の「As×××」に、その下位の「単一のオブジェ
クト」が出てくることがあるので、そのリンクへジャ
ンプすると、単一オブジェクトの調査もしやすいで
す。 
 
（※参考：「完全に一致するもの」として、「item」
で検索すると、「コレクションオブジェクト」だけが
出てきて一覧できます。「単一オブジェクト」は出
てきません。） 

この「クラスペイン」には、「クラス」「モジュール」「列挙

型（列挙体＝Enum）」などが表示されます。 

そのなかで、「クラス」とは「オブジェクト」のことをさし

ます。（オブジェクト＝単一オブジェクトやコレクション

オブジェクトのことです。） 

 

例えばここで何らかの「クラス＝オブジェクト」をクリッ

クすした場合は、右側の「メンバペイン」に、そのオブ

ジェクトが保持・保有・内包する「プロパティ」「メソッ

ド」「イベント」が一覧できます。（クリックしたものがオ

ブジェクトではなく「モジュール」や「列挙型」だとまた

一覧の内容は変わります。のちの「※重要補足」を参

照。） 

 

一覧されたあと、「メンバペイン」で何かをクリックして

Ctrl＋Endをやると、メンバペインの一番下まで一気

に行くので、そこで、イベントを持っているかどうかを

確認できます。メンバが大量な場合に使います。 

Ctrl＋Homeで一番上に戻れます。 

 

↑↓のキーで連続移動することで 、どんなプロパティ

を持っているかを次々と、さらっと、一望することがで

きます。 
 

※ 重要補足 
このペインで「モジュール」アイコンをクリックすると、
右側には「VBA関数」などが出てきます。ちなみに、
ワークシート関数は「WorksheetFunction オブジェ
クト」のメンバー（保有物）として出てきます。 

あと、「Enum（＝列挙型＝列挙体）」アイコンをクリッ

クすると、右側にはその設定値（定数）が出てきます。 
「Enum（＝列挙型＝列挙体）」は各種のダイアログ
の設定項目で、定数はそのドロップダウンメニューの
各設定値であることが多いようです 。 

＝ ＝ 

２００７系ヘルプに記載されている、各オブジェクトの 

「メンバー一覧」のリンクと同等のもの（オブジェクト 

ブラウザ側は項目名だけで説明はないですが）が 

表示されます。 

２０００系ヘルプでは、各オブジェクトのヘルプページ

の 

「プロパティ」「メソッド」「イベント」のリンク先の内容と 

同じです。 「クラス」アイコンを 

クリック した場合には、 

多くは、「オブジェクトモデル 

の階層構造図」に出てくる 

オブジェクトのどれかを 

クリックしています。 

（図にない場合もあります

が） 

 

イコール 
イコール 

＝
 

 イ コ ー

ル 

 イ コ ー

ル 

 イ コ ー

ル 

イコール。 

イコール。 

 クリック 

 

 クリック 

 

 クリック 

 

 クリック 

 

 この望遠鏡ボタンを右クリックしてから 、

「完全に一致する単語だけを検索 」をク

リックしたのち、この望遠鏡のボタンをク

リック。 

 

 語句入力 

ジャンプ 

 2000 系のヘルプ 

 2007 系 

 
これを階層構造図の上からたどると・・・、 
 
Application .Workbooks(1).Worksheets(1).Chartobjects(1) 
 
・・・という階層構造でのオブジェクト式になります。 
（省略しない・かつ・「絶対的」な書き方） 
 
 
初心者のうちはミスやエラーを回避するために 、あまり省略しないほう
がいいのですが（＝もし省略したいなら本当は省略したい部分をオブ
ジェクト変数に代入したほうがいいのですが ）、一応、下記のように省
略もできます。 
 
Worksheets(1).Chartobjects(1) 
 
これは「相対的」な書き方になります。 
 
（ただ、教える側がこの省略した書き方しか教えず、オブジェクト変数に
ついても詳しくないから、教わる側がいつまでたっても自力でエラー回
避ができなくなってしまいます。ExcelVBAは省略が許されないケース
がちょいちょいあるのですが、それに気づけないためです 。それに、こ
の階層図全体のことすら教えないですから。） 
 
 
 
また、次のように書くこともできます。これも「相対的」な書き方になりま
す。 
 
Activesheet .Chartobjects(1) 
 
Sheet1.Chartobjects(1) 
 

★ オブジェクトブラウザの使用目的 
 

(01)どのオブジェクトにどんなプロパティやメソッド、イベントなどが含まれているかを一覧し、その一覧から、ヘルプをすぐに呼び出す。階層構造のイメージ補助にも。 

(02)あるオブジェクトの「下位のオブジェクトには何があるか」を調べる。 

(03)イミディエイトウィンドウでのParentプロパティ・あるいはローカルウィンドウとともに、「上位のオブジェクトそのメンバーには何があるか」を調べる。 

(04)同名のプロパティやメソッドの親オブジェクトに別のものがないか？を調べ、今操作しているプロパティ等が本当に今の自分の目的に合っているものか？使い方が間

違っていないか？省略された書き方の場合に落とし穴（エラーが誤動作の原因）がないか?を調べることできる。 

(05)プロパティやメソッドが何を返してくれるのかを調べる。返ってくるものがオブジェクトならオブジェクト変数に代入できる。そのほか、返ってくるものがどんなタイプのデー

タかがわかれば、エラーの原因調査にも使えることが多い。ヘルプもすぐに連動起動できるので、詳細調査にもいい。（特に2010以前のヘルプ） 

(06)「コレクション」には何があるかを一覧表示させる。（「Item」で「完全に一致する単語だけを検索」すると、コレクションがずらずらっと出てきます。） 

 
これを階層構造図の上からたどると 例えば・・・、 
 
Application.Workbooks(1).Worksheets(1).Chartobjects(1).Chart 
 
・・・という感じの階層構造でのオブジェクト式の書き方になります（省略しない・かつ・「絶対的」な書き方）。 
 
Chartobjectオブジェクトは、ワークシート上にグラフを埋め込むための「ガワ・空箱・ほりごたつ・埋め込みオブジェクト」のようなもの
です。 
 
1つのChartObjectには１つのグラフしか埋め込めなく、つまり、複数のグラフは埋め込めないようです。 
 
そのせいか、「Chart」の部分は「Charts(1)]といった感じのコレクション的な書き方はできなく、「Chart」と1個のグラフ(＝1個の単
一オブジェクト）決め打ちとなるようです。 
 
こちらも一応、オブジェクト式（上位のオブジェクトの部分オブジェクト式）の省略ができます。 
 
 
これを階層構造図の上からたどると  例えば・・・、 
 
Application .Workbooks(1).Worksheets(1).Chartobjects(1).Chart.ChartArea 
 
・・・という感じの階層構造でのオブジェクト式の書き方になります （省略しない・かつ・「絶対的」な書き方）。 
 
こちらも一応、オブジェクト式（上位のオブジェクトの部分オブジェクト式 ）の省略ができます。 
 

プログラミングとは？ 

「変数」を思い通りに動か

して自動化すること。 

  

動かす対象は「変数」。 

  

主語？というか、主体？

は、「変数」。 

  

「何を」「どうする」の「何」

は「変数」。 

  

「変数には大きくは2種類

ある」。逆に「変数には

2種類しかない」。 

  

それは「一般的な変数」と

「オブジェクト変数」の2

つ。 

● (イ)「一般的な変数」を動かす場合 

文字列、数値、日付データ、Yes/No値、など、「文字

ベース」の各種データを扱う・動かすための変数。 

  

「一般変数」にその「“文字ベース”の各種データ」を代

入してから操作を開始します。 
  

※一般変数の仲間に「配列」や「定数」というものも。 

● (ロ)「オブジェクト変数」を動かす場合 

例えばExcelなら、セル・各種シート・グラフ・ピボット、

図・各種ダイアログ、あるいはコレクション…といった、

「画面上の目に見えるユニットや逆に見えないユニッ

ト」（=オブジェクト）を動かすための変数。 

  

※オブジェクト＝複合機能体・複数の機能が集合した

ユニットのことです。ある意味、「ミニミニロボット」とい

うイメージかもしれません。「大きい・小さい・目に見え

る・見えない」にかかわりません。例えば目に見えるモ

ノなら、例えばセル、ワークシート、グラフ、図（シェイ

プ）、画像、各種メニュー、などがあります。 

「オブジェクト」には「単一オブジェクト」と、それを（同

種／異種）複数 束ねた「コレクション」の、2種類があ

ります。 

「オブジェクト変数」に、セルやワークシートなどのオブ

ジェクト（機能丸ごと。右の (03)～(07)の水色部分の

5つ。）を代入してから操作を開始します。 

ただし、VBAの場合は、無理に代入しなくても、「代入

の 前段階でオブジェクトそのものを表現している、“オ

ブジェクト式”」というものだけでも操作を開始すること

ができてしまいます。それがVBAを分かりにくくしてい

ます。でも今は、その方法がメインで使われていま

す。・・・が、例えば、もし中級に早く上がって、例えば

お仕事のコスパを上げたいなら、オブジェクトの理解と

オブジェクト変数の操作は必須です。 

主に「関数」という

命令と「ステートメ

ント」という命令で

動かします。 ただ、

Excel の 関 数 は

「ワークシート関数」

と「VBA関数」の2

種類があります。 

実際には、この２つの変数の操作の混合処理がほとんどです。 

  

「変数には大きくは2種類ある」。逆に「変数には2種類しかない」。 

(01)「VBA関数（＝組み込み関数 ≠ 自作ユーザー関数）」 

「一般変数の操作」で使われることがほとんどの命令語句です。 

文字列の結合や分解・切り出し、数値の四則演算、日付処理、

文字の置換など、多種多様な処理ができる命令語句です。 

Excel「VBA」の場合は「VBA関数」のほうをメインに使うので、

「ワークシート関数」と混同しないように注意が必要です。 

ただ、一部、ファイルやオブジェクト等々の操作もできます。 

(02)「ステートメント」 

「一般変数」、「オブジェクト変数」、共通の命令語句です。 

「制御文」という感じです。 

変数宣言（変数作成）、繰り返し、ストップアンドゴー、条件分岐、

エラー対策、などの共用処理ができる命令語句です。 

  
(03)「メソッド」 

オブジェクトが保持する、各オブジェクト独自の命令語句です。 

開く、閉じる、印刷、コピペ、など、「メニューとして目に見える命

令」と、裏方で動く目に見えない命令の２種類があります。 

特定のオブジェクトだけに紐付き、それ以外は動かせません。 

(04)「プロパティ」 

オブジェクトが保持する、各種設定値です。色、大きさ、位置、

名前、入力値、選択範囲、その他諸々の設定値です。1秒毎

に値を変えると、動いているように見えるものもあります。 

(05)「ユーザー入力値」（例えばValueプロパティなどの値） 

オブジェクトが保持する、セルや横書きテキストボックス、白紙、

などに入力・保存された文字ベースのデータです。 

  
(06)「イベント」 

オブジェクトが保持する、オブジェクトごとに定められた、プロ

グラムの自動実行ポイントです。クリック時、開いた時、値を変

更した時、アクティブになった時、など。 

  (07)「オブジェクトの上位・下位の階層構造」 

オブジェクトが保持する、オブジェクトの階層構造です。今居る

オブジェクトから、階層構造のリンクを辿って、（新たな変数設

定なしに）上位や下位のオブジェクトの機能を流用できます。 

  

変数を動かすために使う「道具たち」。↓ 

  

※超重要！！：「プロパティ」

には設定値をいじるだけの

ものと、設定値をいじると同

時にオブジェクトを連鎖取得

（同時選択）できるものの2

種類があります。 

「メソッド」にも似た感じで2

種類あります。 

「オブジェクト変数の取得 」の経

路・方法には、少なくとも「プロパ

ティ経由」「メソッド経由」「コレク

ション経由」の3つがあります。 

  

Excelは多くが「プロパティ経由」

です。ただ、ユーザーフォームがら

みはコレクション経由が多いです。 

Accessも多くがコレクション経由

です。Wordはたぶん「プロパティ

経由」が多いです。 

厳密には、メソッドとイベント、ユーザー入力値は、保持していないオブジェクトもありま

す。イベントだけ無いとかメソッドは有るとかです。なお、多分ですが、プロパティと階層

構造だけは、すべてのオブジェクトが保持しています。逆に言うと、多分、プロパティか

階層構造を保持しているものは、VBA上は確実に「オブジェクト」です。 

  

「マクロの記録」機能があなどれま

せん。VBAをよく知る人でも、こ

れをうまく利用すると、コスパが最

も大きくなると思います。 

「オブジェクト変数の取得」とは、「操作対象のオブジェクトを1つ選択する」、という意味ですが、「オブジェクトをリモコン操作するための前準備をする」、というイメージでもあります。   ★★あと、「オブジェクトをオブジェクト変

数へ代入する」という行為は、ある意味、「代入したいオブジェクトの、上記の（03）～（07）の「5つの機能」を、オブジェクト変数に代入すること」、とイメージしてもらっても良いかもしれません。 

「5つの機能」 

を代入可能 

主に「メソッド」とい

う 命 令 と 「 プ ロ パ

ティ」という設定値

および、「ステートメ

ント」という命令で

動かします。（少し

「 関 数 」 も 使 い ま

す。） 

こ
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一
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(01)「条件分岐」 

If～Else～End If 

SELECT ～CASE ～ 

 

(02)「繰り返し」 

FOR～NEXT 

FOR～EACH～NEXT 

DO～LOOP 

 

(03)「エラー対策」 

On Error Goto ラベル名 

(01)「VBA関数（＝組み込み関数 ≠ 自作ユーザー関数）」 

Abs、Array、Asc、AscB、AscW、Atn、CallByName、

CBool、CByte、CCur、CDate、CDbl、CDec、Choose、

Chr、ChrB、ChrW、CInt、CLng、Cos、CreateObject、

CSng、CStr、CurDir、CVar、CVDate、CVErr、Date、

DateAdd 、 DateDiff 、 DatePart 、 DateSerial 、

DateValue、Day、... 

★ オブジェクト操作の例（必須） 
 

(00) 「マクロの記録」とツールバー登録の操作 

(01) セル・シート・ブック・ウィンドウの操作 

(02) グラフ・図形の操作 

(03) 印刷、差し込み 

(04) ユーザーフォームとコントロール 

         （フォーム上・シート上）の操作  

(05) ピボットテーブルのVBA操作 

(06) DAO、ADO、の操作 

(07) Microsoft Query 

      （QueryTableオブジェクト）のVBA操作 

(08) SQLの操作 

(09) VBE 

         （VisualBasicEditor）の操作 

(10) COMオートメーションでの操作 

(11) 外部ファイルの操作 

 

 

 

★「プロシージャ（プログラムの最小単位）」の中に書き込む具体的な要素（プロシージャを構成する要

素） 
 

・生データ＝「リテラル値」や「オブジェクト式」のこと＝「変数」に代入されるもの・・・、です。 

  ※リテラル値＝文字ベースのデータのことです。文字列、数値、日付、True/Falseの2値などの生データ。 

   「変数とは違う値」「変数には代入されていない値」という感じで、「変数」の対義語としても使われます。 

   当サイトでは「一般データ」「文字系データ」とも呼んでいます。 

  ※リテラル（literal）の直訳＝文字どおりの、誇張なしの、(文字どおりに)まったくの、いわゆる「まんま」。 

   https://wa3.i-3-i.info/word15346.html もご参考に。 

  ※オブジェクト式＝「オブジェクト」と呼ばれるユニット（≒ロボット）を単語化し、式にしたものです。 

   ある意味「オブジェクト」としての生データです。 

   （言ってみれば、「オブジェクト」の「リテラル」という感じです。） 
 

・変数（一般変数、オブジェクト変数） 

  ※「プログラミング」とは、どんな言語であっても、「変数」を自由自在に動かして「自動化」を実現する作業のこと。 

  ※「変数」という仕組みがあるから、プログラムが「汎用化」できます。 

   「マクロの記録」で作ったマクロにはコレや、後述する「関数、ステートメント」等々が抜け落ちているので 

    汎用化されていません。特定の場面でしか使えません。（でもそれでも役に立ちますが。後述。） 

  ※「変数」は「クリップボード」に似ています。文字系データも図形（オブジェクト）も一時保管ができます。 

    名前付きのクリップボード・・・というイメージと似ています。 

  ※一般変数＝リテラル値を代入するための変数です。 

  ※オブジェクト変数＝オブジェクト式を代入するための変数です。 
 

・配列（「一括処理」がしやすくなって変数のことです） 
 

・定数（消費税率など、プログラムの中で「不変」にしたい値を格納する「変数の仲間」です） 
 

・列挙型変数（ある意味定数の仲間。） 

  ※「色」など、よく使う共通のものを自作で定数化し、インテリセンス（自動補完ドロップダウン）で扱えるようにします。 
 

・演算子（計算＝四則演算、比較、データ抽出、その他） 
 

・VBA関数（主に一般データを加工したり動かしたりしてくれる命令語句です） 

  ※基本的に、一般データ（文字系のデータ＝文字列・数値・日付・2値、など）に使うことが多いです。 

  ※多少、オブジェクトに対しても使えるものもあります。 

  ※俗にいう「Excel関数（=ワークシート関数）」とは異なります。 

  ※ただし、VBAで使えるワークシート関数もあります。（「WorksheetFunction」にてほとんどが使えます。） 

    （「WorksheetFunction」にて使えないワークシート関数は、「Application.Evaluate」で使えるようになる場合があります。） 
 

・ステートメント（繰り返し文＝ループ文、条件分岐文、エラー処理文、など、） 

  ※一般変数（生一般データ）、オブジェクト変数（生オブジェクト）、の両方に共通の命令語句です。 
 

・オブジェクト（生オブジェクト・オブジェクトのある意味リテラル＝オブジェクト式、部分オブジェクト式） 

  と、オブジェクトが保持・内包する5つの機能 （プロパティ、メソッド、イベント、ユーザー入力値、階層構造上下自由往来機

能） 
 

・列挙（=列挙型=列挙体=Enum）、組み込み定数 

                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※↑ 細かい数値の範囲は、ヘルプなどで調べてください。  

 

●重要な関連Webサイト  

VBA データ型: https://www.tipsfound.com/vba/02008  

Office TANAKA - 変数の使い方[型は覚えなくていい]:http://officetanaka.net/excel/vba/variable/03.htm  

Excel で実数を扱うときの注意 セルの謎:http://denki.nara-edu.ac.jp/~yabu/soft/excel-wana2b.html 

Excel VBA プログラミング 実数を扱うときの落とし穴:http://denki.nara-edu.ac.jp/~yabu/soft/excel-wana2.html 

Excel VBA プログラミング 「自動型変換」に関する落とし穴  1:http://denki.nara-edu.ac.jp/~yabu/soft/excel-wana.html 

VBAの型宣言はした方がいいかどうか  Excel作業をVBAで効率

★ クラスオブジェクトモジュール 

クラスオブジェクトモジュールには、「シートモジュール」、「ブックモジュール」、「フォームモジュール」があります。 

・「シートモジュール」は、各シートだけに紐ついたモジュールで、その特定のシートでしかできない動きをさせるためのモジュールです。 

・「ブックモジュール」は、ブックだけに紐ついたモジュールで、そのシートでしかできない動きをさせるためのモジュールです。 

・「フォームモジュール」は、各ユーザーフォームだけに紐ついたモジュールで、その特定のフォームでしかできない動きをさせるためのモジュールです。 

 

各々のモジュールにおいては、「イベントプロシージャ」と呼ばれるもの（Subプロシージャの仲間）を使って、「何ら

かのタイミングで、自動的に動き出すプログラム」を作る＝書くことができます。（標準モジュールではこれはできませ

ん。） 
 

一応、すべての各クラスオブジェクトモジュールで、「Subプロシージャ」や「Functionプロシージャ」を作れますが、それぞれのモジュールの中だけでしか、

呼び出し合うことが（＝Callし会うことが）できません。例えば標準モジュールやマクロなどから呼び出すことが、原則、できません。（例外的な書き方をする

とできるようになりますが。） 

また、「イベントプロシージャ」を使って、「何らかのタイミングで自動実行できるSubプロシージャ」を作れます。 

つまり（前述のとおり）、イベントプロシージャを使って、「何らかのタイミングで自動的に動き出すプログラム」を書くことができます。 

 

(01)なお、「シートモジュール」の「イベントプロシージャ」では、例えば、以下のことができます。 

・シートの何らかの「セル」の値を書き換えたその瞬間に、自動的にプログラムを動かす。 

・シート上で、「選択範囲を 色々と変えるごと」に、その瞬間に、以下同文。 

・そのシートがアクティブになった瞬間、そのシートがアクティブにならなくなった瞬間、再計算された瞬間、 

  ピボットが変更や更新されたあとのその瞬間に、以下同文。 

など。 

 

(02)「ブックモジュール」の「イベントプロシージャ」では以下のことができます。 

・ブックが開いた瞬間に、自動的にプログラムを動かす。（標準モジュールに「Auto_Open」という名前のSubプロシージャを書いても 

  同じことができます。  が、こちらのブックモジュールのイベントプロシージャのほうが優先的に実行されます。） 

・新しいシートを作成した瞬間、新しいグラフをブックに作成した瞬間、ブックまたはその中に含まれる内容を印刷する瞬間、 

  ブックを保存する前のその瞬間、どれかのシートがアクティブになった瞬間、ピボットテーブルが変更や更新された後の瞬間、も以下同文。 

など。 

 

(03)「フォームモジュール」の「イベントプロシージャ」では以下のことができます。 

・コマンドボタンやテキストボックス、リストボックス、ドロップダウンメニュー、などをクリックした瞬間に、自動的にプログラムを動かす。 

・それらの上をドラッグした瞬間、フォームがアクティブ／非アクティブになった瞬間、に以下同文。 

・絵や図形、写真をクリックした瞬間、に以下同文。 

・何かデータを張り付けたりした瞬間、に以下同文。 

など。 

 

Accessでは、参照設定をすると、他のmdbファイルのSubやFunctionを「Call」で呼

び出せますが、Excelでもそれができます。 

 

ただし、Excelの場合は、なんと、参照設定したファイルが、「自動では開くものの

自動で閉じない」です。（Accessは自動で全部が閉じますが。） 

 

それは参照設定した先のブックを非表示設定にしても同じです。（特に

Excel2010など） 

2013以降がどうなるかわかりませんが、もし、非表示にしてもガワだけが残って

しまうなら同じだと思います。 
 

この現象はアドインファイル（xlaなど）を作っても同じで「Callできません」。 

「Application.run 」で呼び出さないといけません。 

このことは、なんと、「個人用マクロブック（xlsbなど）でも同じです。 

（引数の無い「マクロ」についても、マクロとしてなら呼び出せますが、「 Callはで

きない」のです。） 

非常に面倒くさい・マヌケな仕様です。 
 

なので、Excelの場合はあきらめて、「むしろ参照設定してしまい、作業を終わる

ときには設定したファイルも閉じる、という作法で行ってしまったほうがラクだと

思います。 


